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公立大学法人岐阜県立看護大学の第２期中期目標の策定の方向性について 

 
（１） 目標の概要 

＜根拠法令等＞ 
 地方独立行政法人法（以下「法」という。）第２５条の規定により、設立団体の長（知 
事）が、法人が達成すべき業務運営に関する目標を定め、法人に指示するもの。 
 
＜中期目標期間＞ 

中期目標期間は６年間。（法第７８条１項） 
現在の第１期中期目標（目標期間：平成２２年度～平成２７年度）が平成２７年度末 

で期間満了となるため、見直しを行い、第２期中期目標（同：平成２８年度～平成３３ 
年度）を策定する。 
 
＜中期目標において定めるべき事項＞（法第２５条２項、法第７８条２項） 

１．中期目標期間（６年間） 
２．住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 
３．業務運営の改善及び効率化に関する事項 
４．財務内容の改善に関する事項 
５．教育及び研究並びに組織及び運営の状況についての自己点検・評価並びに当該状 

況に係る情報の提供に関する事項 
６．その他業務運営に関する重要事項 

 
＜策定手続き＞ 
 県評価委員会及び法人からの意見聴取の後、当該意見に配慮のうえ、県議会の議決 
を経て公表する。（法第２５条１項及び３項、法第７８条３項） 
  
 

（２） 今後のスケジュール 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

平成２７年 ７月 県評価委員会に対して、中期目標（案）の提示 
平成２７年 ８月 県評価委員会から中期目標（案）について意見の聴取 
         パプリックコメントの実施 
         法人からの意見聴取 
平成２７年１１月 県評価委員会に対して、中期目標（案）の最終報告 
平成２７年１２月 県議会議決・法人へ指示 
 

資料３ 
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（３） 策定の方向性 

近年、医療の高度化・専門化や疾病構造・人口構造の変化により、看護職者には高

度な知識・技術や変化に対応できる能力が求められている。また、県内においては看

護系大学が増加し、県民への質の高い看護提供の可能性が高まる一方で、学生確保・

教員確保等における大学間競争が激しさを増すことが予想される。 
こうした状況の中、岐阜県立看護大学がより一層質の高い教育研究を行い、県内の

看護サービスの質の向上に引き続き貢献するとともに、大学・大学院としての魅力を

高めていくよう第２期中期目標においては以下の点を重点的に求めることとする。 
・看護実践の課題の解決に取り組み改善・改革できる人材の育成 
・看護実践の改善・改革のリーダーとなる人材の育成 
・卒業者のキャリアアップ支援体制の充実 
・県内就職の促進、県内看護職の生涯学習の推進等による地域貢献の更なる充実 
・国際的な学術交流等による魅力ある教育研究環境づくり 

 
 

第２期中期目標における主な追加事項（案） 

【第２ 教育研究の質の向上に関する目標】 

○大学院博士後期課程における看護実践の研究能力を付与する教育を担う人材の育成 
○卒業者・修了者に対する支援 
○県内就職率６０％の数値目標の設定 
○研究成果の積極的かつ分かりやすい公表 
○看護実践研究指導事業の推進 
○海外看護系大学との学術交流の推進 
○県内地方自治体との連携 

 
【第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標】 

○コンプライアンスの徹底 
○教員の教育研究環境の整備 
○職員の評価制度の改善 

 
【第４ 財務内容の改善に関する目標】 

 ○長期財政計画の策定及び計画に基づく戦略的経営 
  ○経費削減につながる予算の執行 
 
【第５ 自己点検・評価並びに情報の提供に関する目標】 

  ○広報活動の充実 
 
【第６ その他業務運営に関する重要目標】 

○大学の施設・設備の常時点検の推進、長期修繕計画に基づく計画的な維持管理 
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（４） 全体構成（案） 
 
前文  
 
第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 
１ 中期目標の期間 
２ 教育研究上の基本組織 

 
第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 
１ 教育に関する目標 
（１）人材の育成 
（２）学生の確保 
（３）学生支援 
２ 研究に関する目標 
（１）研究の方向性 
（２）研究の水準の向上と成果の公表 
（３）研究倫理の遵守 
３ 地域貢献に関する目標 
（１）県内の看護サービスの質の向上に寄与する人材の供給 
（２）看護生涯学習支援体制の推進 
（３）看護サービスに関する県内ニーズへの対応 
（４）県看護政策推進への寄与 
４ 教育研究組織と実施体制に関する目標 
（１）適正な教育研究組織及び教員配置 
（２）教員の能力向上 

新（３）国際的な学術交流の推進 
（４）外部諸機関との連携 

 
第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 
１ 業務運営体制の改善に関する目標 
（１）業務運営体制の確立 
（２）外部意見の反映  
（３）業務運営の適正化 
２ 人事の適正化に関する目標 
（１）人材の確保 
（２）人材の育成 
３ 事務の実施体制の充実及び効率化に関する目標 
（１）実施体制の充実 
（２）事務の効率化 

 
第４ 財務内容の改善に関する目標 
１ 財政基盤の強化に関する目標 

新（１）長期財政計画に基づく経営 
（２）自己収入の確保 
２ 経費の抑制に関する目標 
３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

 
第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況についての自己点検・評価並びに当該状

況に係る情報の提供に関する目標 
１ 自己点検・評価に関する目標 
２ 情報公開と広報に関する目標 

 
第６ その他業務運営に関する重要目標 
１ 施設・設備の整備、活用等に関する目標 
２ 危機管理に関する目標 
３ 倫理に関する目標 
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（５） 策定の概要（案） 

 
 
 
 
前文（略） 
 
第１ 中期目標期間 平成２８年４月１日から平成３４年３月３１日までの６年間 
 
 
第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

 １ 教育に関する目標 

（１）人材の育成 

  ・看護学部看護学科における基礎的能力を有する人材の育成 

  ・大学院看護学研究科における専門性の高い看護職者の育成 

  ・博士後期課程における看護実践の研究能力を付与する教育を担うことので 

きる人材の育成 

 

（２）学生の確保 

 ・大学のアドミッションポリシーに基づいた学生の確保 

 

（３）学生支援 

   ア 学修支援 

・学修に関する相談・指導をきめ細やかに行うための体制の充実 

    ・学修環境の整備 

    ・大学院看護学研究科の学生の学修と就業の両立支援 

   イ 学生生活支援 

    ・健康面、経済面、安全面に関する相談指導体制の充実 

    ・学生生活を快適で豊かなものにする大学施設・設備の整備 

   ウ 就職支援  

・進路や就職に関する相談・指導体制の充実 

    ・各種資格取得に向けた支援 

エ 卒業後・修了後の支援  

・卒業者・修了者が引き続き専門職としての質の向上を図ることができるよう 

支援 

 

 ２ 研究に関する目標 

  （１）研究の方向性 

   ・教員の主体的・計画的な研究の実施 

※１ 太字ゴシック下線の部分は新たに追記する事項 

※２ 網掛け部分は削除する事項 
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   ・県内の看護サービスの質を向上させるための研究の実施 

   

  （２）研究の水準の向上と成果の公表 

   ・研究成果の適切な方法での公表による研究水準の向上 

・（削除）法人から教員に対する研究成果の公開・共有の場の提供 

 

  （３）研究倫理の遵守 

   ・研究における倫理基準遵守の徹底 

 

 ３ 地域貢献に関する目標 

  （１）県内の看護サービスの質の向上に寄与する人材の供給 

   ・卒業者、修了者の県内での就業と定着の促進  

・卒業者の県内就職率６０％の数値目標の設定 

 

  （２）看護生涯学習支援の推進 

   ・県内看護職者と大学との共同研究の推進 

   ・看護実践研究指導事業の推進 

 

  （３）看護サービスに関する県内ニーズへの対応 

   ・看護実践・看護職者に係る県内ニーズの把握と研究の実施 

   ・研究成果の積極的かつ分かりやすい公表 

 

  （４）県の看護政策推進への寄与 

   ・大学の有する知的資源や人材を活用し、県の看護政策の推進に寄与 

 

 ４ 教育研究組織と実施体制に関する目標 

  （１）適正な教育研究組織及び教員配置 

   ・目標をより効率的・効果的に達成するために必要な教育研究組織の構成及び教員 

の適正配置 

 

  （２）教員の能力向上 

   ・研修の充実など教員の能力開発の推進 

  

  （３）国際的な学術交流の推進 

   ・海外看護系大学との学術交流の推進 

 

  （４）外部諸機関との連携 

   ・県内の地方自治体、保健・医療機関、福祉施設との効果的な連携体制の構築 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

 １ 業務運営体制の改善に関する目標 

（１）業務運営体制の確立 

 ・理事長のリーダーシップを円滑に発揮できる体制の強化 

 ・単科大学にふさわしい業務運営体制の確立にむけた改善・改革 

 

（削除）教員及び事務職員の連携体制の構築 

 

（２）外部意見の反映 

 ・役員、審議会委員への学外者の積極的登用 

 ・看護現場に勤務する看護職の意見の大学運営への反映 

 

（３）業務運営の適正化 

 ・職員のコンプライアンスの徹底 

 ・（削除）内部監査の充実 

 

 ２ 人事の適正化に関する目標 

  （１）人材の確保 

   ・柔軟かつ多様な雇用形態の整備 

   ・教員の教育研究環境の整備 

   ・計画的な採用による、専門性の高い事務職員の確保 

 

  （２）人材の育成 

   ・職員の評価制度の改善 

   ・職員の能力向上のための研修の推進 

 

 ３ 事務の実施体制の充実及び効率化に関する目標 

  （１）実施体制の充実 

   ・事務実施体制の改善 

  

  （２）事務の効率化 

   ・継続的な検討による事務の効率化 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標 

 １ 財政基盤強化に関する目標 

  （１）長期財政計画に基づく経営 

   ・長期財政計画の策定及びそれに基づく、将来を見据えた戦略的な経営 



7 
 

  

（２）自己収入の確保 

  ・科学研究費補助金などの外部資金の獲得 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

 ・職員のコスト意識の定着 

・経費削減につながる予算の執行 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

  ・安全かつ効率的・効果的な資金運用 

 

 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況についての自己点検・評価並びに当該状況

に係る情報の提供に関する目標 

 １ 自己点検・評価に関する目標 

   ・業務の改善につながる自己点検・評価の推進 

  

 ２ 情報公開と広報に関する目標 

   ・恒常的な情報公開による大学の透明性の確保 

   ・大学の認知度向上のための広報活動の充実 

 

 

第６ その他業務運営に関する重要目標 

 １ 施設・設備の整備、活用に関する目標 

   ・大学の施設・設備の常時点検の推進 

   ・長期修繕計画に基づく計画的な維持管理 

 

 ２ 危機管理に関する目標 

（１）健康管理と安全対策 

  ・学生、職員の健康の確保及び事故、犯罪、災害の未然防止 

  ・事故等が発生した場合に迅速に対応できる危機管理体制の改善 

 

（２）情報管理 

  ・大学に関する情報の適切な管理 

 

３ 倫理に関する目標 

・学生及び職員の人権意識の向上 

 

 （削除）環境の保護に関する目標 


